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1. はじめに 

糖尿病の進行を抑える為には血糖値のコント
ロールが重要であり、グルコースセンサが不可欠
である。現在、持続血糖測定技術が精力的に研究
されている。従来、グルコース反応性物質として
主に使用されてきた酵素(グルコースオキシダー
ゼ等)は、センサ寿命が短いことが課題である。
これに対し、グルコース応答性蛍光ハイドロゲル
が提案され、長期連続測定が可能であると報告さ
れている[1]。  

我々はこれまで、リアルタイムで脳機能イメー
ジング可能な体内埋込み CMOS イメージセンサ
を開発してきた [2]。本研究では生体埋込み
CMOS イメージセンサとグルコース応答性蛍光
ハイドロゲルを組合せた体内埋込型グルコース
センサを開発する。 

 

2. 体内埋込み CMOSイメージセンサ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 (a) CMOSイメージセンサのレイアウト、 

(b)体内埋込み対応実装例、および、(c)断面図 
 

本研究では、0.35 μm標準 CMOS プロセスによ
って設計・試作した CMOS イメージセンサに、
グルコース応答性蛍光ハイドロゲルを組合せた
体内埋込み向けの実装を行い、機能を評価した。

図 1 (a)に設計した CMOS イメージセンサのレイ
アウト、図 1(b)に体内埋込型グルコースセンサの
実装例および、図 1(c)に断面図の模式図を示す。
グルコース応答性蛍光ハイドロゲルは図 1(c)で
示す状態で封入し、LED 励起によって蛍光イメ
ージングを行う。 

 

3. in vitroグルコース計測実験 

生理食塩水中にグルコース溶液を滴下して、濃
度変化に伴う蛍光強度変化を計測した。その結果
を図 2(左)に示す。図 2(左)中の 4種類のプロット
は図 2(右)に示すリアルタイム画像中の 4 画素の
データを意味する。図 2 から、グルコース濃度に
伴い、蛍光強度を意味する画素値がリニアに増加
している様子がわかる。この結果から、我々の提
案するセンサ(図 1(b))がグルコース濃度変化を検
出できることを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2 生理食塩水中のグルコース濃度計測結果 
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